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郡山市子 ・子育 会議委員委嘱状交付式及  

第29回郡山市子 ・子育 会議 会議録 
 
【日時シ 

令和元年８月29日（木）午後１時30分～午後３時15分 
 

【場所シ 

５ス１ス１会議室（郡山市役所西庁舎５階） 
 

【次第シ 

 １ 開会 

 ２ 委嘱状交付（机上配付） 

 ３ 市長あい  

 ４ 委員紹介 

 ５ 事務局職員紹介 

 ６ 会長及 副会長 任 

 ７ 議事 

  (1)第二期郡山市 コ コ子 ・子育 プラン い  

(2)母子生活支援 い  

(3) 他 

 ８ 他 

 ９ 閉会 
 
【出席委員シ 

 １７名（敬称略） 

 吾妻 利雄、大川原 順一、佐藤 一夫、佐藤 広美、佐藤 真澄、三瓶 令子、隅越 誠、    

滝田 良子、遠野 馨、濱津 真紀子、平栗 裕治、蛭田 ゆ 、福内 浩明、安田 洋子、  

箭内 孝仁、吉川 和夫、吉田  
 
【欠席委員シ 

  ２名（敬称略） 

野内 和典、山田 祐陽 
 

【事務局職員シ 

 １７名 

部：国分 義之（部長）、橋本 仁信（次長兼 未来課長）、三瓶 克宏   

（学校教育部次長兼 部次長） 

未来課：宍戸 正浩（課長補佐）、石田 佐和子（ 企画係長）、渡部 政史   

（青少年・放課後児童育成係長）、今井 辰哉（ 企画係主任）、木村 

祥一（ 企画係主査） 

 支援課：伊藤 克也（課長）、佐藤 嘉洋（課長補佐）、岩崎 浩史（子育 支援係長）

柳沼 洋史（主任主査兼 家庭相談 ンタる所長）、氏家 敦子（主任

技査兼母子保健係長） 

 育成課：松田 信三（課長）、伊東 洋祐（課長補佐）、結城 弘勝（主任主査兼保育

事業支援係長）、中野 賢一（保育認定係長） 
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【配布資料シ 

・資料１ス１ 子育 関 国及 市 動向 

・資料１ス２ 第二期郡山市 コ コ子 ・子育 プラン 施策体系概要 

・資料２   母子生活支援 あ 方 検討経過 い  

・資料２ス２ 母子生活支援施設「 わ 荘」 概要 

・資料３   親世帯等意向調査 中間集計 い  

・参考資料  郡山市子 条例 い  

・参考資料  平成31年度事業計画書 

・参考資料  郡山市 コ コ子 ・子育 プラン（概要版） 

・参考資料  あ や 「郡山市 く 基本指針」（概要版） 

 

 

 １ 開会  
 
（石田係長） 

 定刻 、委嘱状交付式 行うひ 

 

 

 ２ 委嘱状交付（机上配付）  
 
（石田係長） 

 委嘱状 い 、委員 皆様 卓上 交付 い くひ 

 

 

 ３ 市長あい   
 
（石田係長） 

 、品川萬里郡山市長 挨拶 申 上 ひ 

 

【品川市長 以下 挨拶 あ ひシ 

 ・現行 ほ 制度 基礎 昭和20年代 い ひ 

  時代 、人口増加 社会的 マイ 考え い 、今 時代 人口減少

転 、今 基本制度 前提 逆 い ひ 

 ・子 子育 関 昭和20～30年代 制度 修正 重 、一   

見直 い 現実 あ ひ 

 ・「普通」 く い ひ 

  ほ 方 「学校 通わ い」 いう認識 あ 、子 対

「教育 受 義務」 あ 、子 「登校 義務」 く、近年    

複 型 学習 プロ 択 う い ひ 

 ・行政 、従来 や 方 わ 、新 い課題 対応 い いひ 

  様よ 問題 対 「治療 予防」 フ いひ 

 ・環境や考え方 変化 著 い中、 会議 い 現実 踏 え 政策や方針   

い 様よ 視点 複眼的 議論 い いひ 



3 

 ４ 委員紹介  
 
（石田係長） 

 改 「第29回郡山市子 ・子育 会議」 開催 ひ 

  本日 改 後初 会議 あ 、委員 皆様 一言 自己紹介 願い

いひ 

 

【各委員 自己紹介 あ ひシ 

 

 

 ５ 事務局職員紹介  
 
【事務局職員 い 、職員一覧 紹介 ひシ 

 

 

 ６ 会長及 副会長 任  
 
（石田係長） 

 「郡山市子 ・子育 会議条例」 「会長及 副会長 委員 互 定 」

規定 い 、会長等 任 う へ 

 

【委員 「事務局一任」 声 あ 、事務局案 会長 滝田良子委員 、

副会長 平栗裕治委員 提案 ひシ 

 

【各委員 「異議 」 声 挙 ひシ 

 

（石田係長） 

 「異議 」 、会長 滝田委員 、副会長 平栗委員 任 ひ 

  、滝田会長、平栗副会長 御挨拶 い いひ 

 

【滝田会長 以下 挨拶 あ ひシ 

 ・私 郡山市 子 取 巻く大人 代弁者 理解 い ひ 

 ・様よ 分野 委員 就任 い 皆様 経験 声 い いひ 

 ・市民 方よ 暮 や い く 一翼 担 い いひ 

 

【平栗副会長 以下 挨拶 あ ひシ 

 ・近年 子 取 巻く環境 私達 想像 絶 悪い環境 、子

基本的 権利 脅 う 事案 発生 い ひ 

 ・ く 基本 「人 く 」 あ 、人 く 幼児期 教育 あ ひ 

会議 人 く 中心 考え、「郡山 子育 」 思わ う

街 、自 元気 街 ひ 

 ・保護者、子 、 元気 う 会議 い いひ 
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 ７ 議事  
 
【議事 前 、事務局：石田係長 本日使用 資料 認 あ シ 

【傍聴希望者 ２名 、郡山市附属機関等 会議 開 関 要領 規定 会長

許可 い 、滝田会長 諮 許可 得 シ 
 
＜傍聴者 入室 ひ＞ 
 
（石田係長） 

「議事」 移 、以降 会議 進行 い 、滝田会長 議長 願い ひ 
 
（滝田議長） 

  、議長 務 い くひ 

  早速 、「(1)第二期郡山市 コ コ子 ・子育 プラン い 」事務局

説明願うひ 
 
【事務局：橋本未来課長 、資料１ス１、１ス２及 参考資料 沿 説明 あ ひシ 
 
（滝田議長） 

  事務局 説明 い 、質問や意見 あ へ 
 
（佐藤一夫委員） 

計画策定 子 条例 視点 ＳＤＧｓ 視点 盛 込 いう 問題

い 思うひ 

「児童 権利 関 条約」 、子 「参加 権利」 あ 規定 い

、子 、自分 環境 整え う 対 自 意見 言え  

う 場面 作 、次期計画 重要 位置 占 い ひ 

本年２月１日 、国連 「子 権利委員会」 い 、日本政府 対 勧告   

いく あ 、 中 「ＳＤＧｓ 17 目標達成 目的 政策や施策 立案 、  

子 意味あ 参加機会 保 」 いう あ ひ 

、ＳＤＧｓ 、子 「守 脆弱 人よ」 いう枠 入 い

「重要 変化 担い手」 位置 い ひ 

う 、子 参加 権利 保 、市 政策 子  

意見 反映 う い 思うひ 
 
（大川原委員） 

  資料１ス２中「数値目標」 説明 、「子 貧困対策大綱 現在改訂中」 あ 、

何 「子 貧困対策 係 指標」 へ 
 
（事務局：橋本未来課長） 

  生活保護世帯 進学率や就業率、 親家庭 子 就園率や保護者  

就業率 、国 25 指標 設 い ひ 

現在、国 見直 行 い 中 、適切 い指標 外 、新 設 指標

あ 聞い い 、指標数 現行 多く う あ ひ 

、指標 中 、国 把握 い あ 、国 設

い 指標 内、市 把握 い 数値 い 比較 い いひ 
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（大川原委員） 

  子 貧困 いう言葉 、私 「子 食堂」 イメる い、経済的   

貧困 子 救う 考え う 、 う 対策 判断

い へ 
 
（事務局：橋本未来課長） 

本年10月 「幼児教育 無償化」 教育 観点 あ 、国 「子

貧困対策」 位置 い ひ 

施策 対 捉え方 様よ あ 中 、子 食堂 、事業 性格

子 貧困対策、経済的支援 位置 考え い ひ 
 
（安田委員） 

郡山市 子 貧困 実態 把握 い い 、様よ 提言 いひ 

実態 具体的 提供 い 、考え 材料 非常 有意義 あ ひ 
 
（事務局：国分部長） 

子 貧困率 「国民生活基礎調査」 サンプル調査 基 、全国的

傾向 見 、本市 回答 分析 サンプル数 少 く、実態 把握

いひ 

本市 現在考え い 、就学援助 受給 い 要保護児童、準要保護児童

人数 全国 人数 表 、本市 把握 い ひ 

、全児童数 対 割合 出 い 、全国 比較 考え い ひ 

全国 最新 数値 ２年前 あ 、皆様 示 考え い ひ 
 
（滝田議長） 

子 貧困対策 い 、子 食堂 全国的 メイン 、

特化 う 捉え 多い 、国 郡山市 数値 比較 時 、郡山市

う 課題 向 合 いく 検討 タる いう 

い へ 

、郡山市 把握 い 各数値 会議 い 示 い いう

い へ 
 
（事務局：国分部長） 

先ほ 御説明 就学援助受給者数 い 既 把握 い 、直近 国 比較

時期 平成29年度 あ 、 数値 あ 、過去 遡 調

、 会議 提示 い いひ 
 
（滝田議長） 

  過去 比較 あ 我よ 概要 知 い 、次回 会議等 提示

い いひ 
 
（吾妻委員） 

全員 集 中よ大変 いう 「分科会」 設置 、 具体的 審議

い あ 、今後、分科会 設置 予定 あ へ 
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（事務局：橋本未来課長） 

現在、「待機児童解消 関 分科会」 設置 継続 動い い 、委員  

改 人 等 い 会長 権限 あ 、滝田会長 相談 上 、後日  

調整 図 いひ 

、新 分科会 設置 い 、計画 中 分野 い 設置 等

判断 難 い 、現段階 考え い いひ 

基本的 、全体会議 い 皆様 プラン 関 様よ 御意見 い 、

当局 内容 検討 、 皆様 返 い い 考え い ひ 

 
（吾妻委員） 

  子 ・子育 支援法 広い範囲 い ひ 

  全員 協議 、い 時間 要 う懸念 あ 、

一度御検討い いひ 

 
（滝田議長） 

続い 「(2)母子生活支援 い 」事務局 説明願うひ 

 
【事務局：国分部長、伊藤支援課長 資料２、資料２ス２及 資料３ 沿 説明 あ ひシ 

 
（滝田議長） 

  事務局 説明 い 、質問や意見 あ へ 

 
（平栗副会長） 

  アンケる 結果 過去３年間 るタ 出 へ 

、母子世帯・父子世帯 分 へ 

 
（事務局：伊藤支援課長） 

  アンケる 今年度初 実施 過去 るタ いひ 

、母子・父子世帯 別 い 、アンケる 質問 点 聞い い

分 可能 あ ひ 

 
（事務局：国分部長） 

  補足 、 今回、意向調査 実施 いう 、 親家庭

支援 い 審議 際、委員 皆様 立場 関わ い 親家庭  

状況、いわゆ 定性的 イメる 議論 う可能性 あ 、定量

的 るタ 示 、 有効 議論 う実施 あ ひ 

 
（箭内委員） 

私 今回 委員 、アンケる 内容 把握 い いひ 

るタ 検証 大事 思う 、 う少 詳 い るタ 示 い いひ 

 
（事務局：国分部長） 

配慮 欠 い ひ 

新 委員 後ほ 配付 い くひ 
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（濱津委員） 

具体的 う る あ アンケる 主眼 思う 、自由記載欄

記載 い 意見 提示 い いひ 

 

（事務局：伊藤支援課長） 

アンケる 自由記載欄 設 、 寄 意見 あ 、

後ほ 皆様 提示 い いひ 

自由記載欄以外 質問 定量的 るタ 収集 い 、自由記載欄 定性的  

るタ 重要 あ 認識 い 、皆様 御紹介 い いひ 

 

（事務局：国分部長） 

今回 アンケる 、現時点 対象者 ６割程度 回答 、中よ答え い

質問 多 ひ 

自由記載 い 、約1,500人 回答 内、50人程度 方 回答 い い

い 状況 あ ひ 

 

（隅越委員） 

今回、有効 議論 定量的 るタ 収集 い 、

具体的 施策 反映 分 いひ 

い い 意見 対 実際 実行 いう検討 う いく へ 

 

（事務局：国分部長） 

今回 アンケる 調査結果分析後 施策 検討 い 、財政的制約や他 制度

バラン あ 、単純 「全 実施 」 え い 考え い ひ 

アンケる 調査結果 分析 、 る あ 把握 、   

着手 一番良い 本会議 諮 、皆様 い く御意見 参考  

施策 検討 い いひ 

 

（吉川委員） 

資料２ あ 「 わ 荘休止後 支援」 い 、 家庭相談 ンタる職員

児童 自立支援 携わ 、月１回訪問支援 行う い ひ 

、 家庭相談 ンタる 「配偶者暴力相談支援 ンタる 兼 」

い 、 う少 具体的 内容 教え ほ いひ 

 

（事務局：伊藤支援課長） 

、月１回 訪問支援 い 、本年３月 わ 荘 入居 い 世帯

対 、 う 生活 送 、 わ 荘 離 生活 い 苦慮

い 点や不安 点 い 話 聞く 、生活実態 把握 意味合い あ ひ 

次 「配偶者暴力相談支援 ンタる」 兼 い 点 い 、本来、暴力被害者

支援 観点 ンタる 場所 表 い いひ 

  ＤＶ 関 、加害者 被害者 遠 、被害者 安全 保 いう

第一 く 、被害者 い 想定 場所 加害者 突 止

い う配偶者暴力相談支援 ンタる 位置 表 い い あ ひ 
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  ンタる 、自宅 戻 い被害者 相談 来 際 、被害者本人 う

支援 求 い 直接聞 取 、 要望 限 見合 支援 行 い ひ 

  通常、ＤＶ あ 場合、県 婦人保護所や裁判所 情報 伝え 県 保健

福祉事務所 経由 い い い 、「配偶者暴力相談支援 ンタる」 標榜 い

場合 直接連絡 、 迅速 対応 可能 、本市 あえ   

標榜 あ 、 県内 唯一 あ ひ 

 
（滝田議長） 

  「(3) 他」 い 委員 皆様 何 あ へ 

 
【特 シ 

 
（滝田議長） 

  事務局 何 あ へ 

 
【特 シ 

 
（滝田議長） 

  、全 議事 終了 、議長 職 解 い くひ 

 

 

 ８ 他  
 
（石田係長） 

  本日、 他 委員 皆様 何 あ へ 

 
【特 シ 

 
【事務局：石田係長 今後 会議開催日程 い 委員 諮 、10月24日（木）、11月

21日（木） 開催 、翌年１月、３月 日程 い 改 諮 ひシ 

 

 ９ 閉会  
 
（石田係長） 

  以上 、会議 終了 ひ 

 

以 上 


